
関 連 事 業 ※全て予約不要、参加費無IJ他し当日有効の観覧券が必要 )

①ミュージアム・コンサート「華麗なるオペラアリア」
展示室を会場に、『アイーダ』をはじめとしたオペラの名山をお楽しみください。

日時 :8月 11日 (土祝)14:00～ 14:40
出演 :川島沙耶 (ソプラノ)、前田朋了(ピアノ)

会場 :本郷新記念札幌彫刻美術館 本館

②講演会「新国立劇場 オペラの舞台裏」
華麗さを誇る新国立劇場の『アイーダ』。その世界が舞台上に生み出されるまで

の道のりを、技術監督の目から言吾ります。

日時 :9月 8日 (土 )11:00～ 12:30
講師 :小西弘人 (新国立劇場 技術部技術総括室長、テクニカルディレクター)

会場 :本郷新記念札幌彫刻美術館 本館 研修室

③講演会「華麗なる衣裳、光の不思議な力
～巨匠マリアノ。フォルチュニィと舞台芸術～」

絵画 写真 照明 テキスタイル・服飾デザインの分野で革新的な才能を発
揮したマリアノ フォルチュニィ。その多才な創造力が、リヒャルト ワーグナー
の提唱する総合芸術としての舞台づくりに結集した 1

日時 :10月 6日 (土 )14:00～ 15:30
講師 :ブルース ダーリング(美術史家)
会場 :本郷新記念札幌彫刻美術館 本館 研修室

④ギャラリー・トーク
展覧会担当職員が、展示室をめぐりながら見どころを解説します。

日日寺:9月 23日 (日祝)、 10月 14日 (日 )11:00～ 11:30
会場 :本郷新記念札幌彫刻美術館 本館

新国立劇場

東京都渋谷区本町lT日 1番1号

オペラ、バレエ、ダンス、演劇等の現代舞台芸術を

公演するための劇場として、1997年 10月 にオニプンしま
した。オペラ劇場、中劇場、小劇場の三つからなり、多

彩な舞台転換を可能とするなど様々な工夫を凝らした

,寅出を楽しむことができます。

札幌文化芸術劇場 hitaru

札幌市中央区北]条西11日  札幌市民交流ブラザ
企2.300席 、北海道初の多面舞台を備えた、大規模
オペラ、バレエ、ミュージカル等にも文Jルさする札幌文化

芸術壕」場 hitartlが 2018年 10月 に開館.この劇場のこけ

ら落とし公演として、オペラ「アイーダJを上演いたしま

す.
写真 :ローマ歌劇場提供

記念館にもぜひお立ち寄りください

本館に隣接する記念館は、彫亥り家 本郷新が東京で活躍する傍ら故

・FFに建てたアトリエです.本郷が手がけたスケールの大 きな野外彫刻
の石膏原型や、ブロンズ 木彫、テラコッタなどの代表作のほか 佑1作

道具、家具などを常設展示.かつてのIF・宅の雰囲気のなかで、本・Fl新

の芸術とその市」作の虐吹にお、れることができます.

開催中の展覧会 本郷新、その生涯と作品
彫刻家 本郷新の生涯を通じた作品制作の多様さを示す彫刻や油彩
画、デッサンなどをご紹介します。

■交通アクセス

O公共交通機関をご利用の場合
地 ド鉄東西線「西28「日J駅バス

ターミナル2番 のりばから山の手線

lFHr環西20乗車 (約 5分 )、 「月2」美

術館入口J下草、徒歩約10分

●お車をご利用の場合

市内中心部より約15分、無料駐車

場あり

本郷新記念オL幌彫亥1美術館
HongO Shinヽ4emorial Museum of Sculpture, Sapporo

〒0640954 札幌市中央区宮の森 4条 12丁 目
TEL 011-642-5709

欲 htp・//WWWね cebook comttnmwoomsappoЮ chOb

==httpS//mob e tw ttercom/sapporochobi★最新情報 はフェイスブ ンク、ツイ ノタ~か らどうそ .

事

業

割引チケット
この券をご持参の方は下記の通り割引
いたします。(1枚につき 4名様まで)

一般   600円→500円
65歳以上 500円→400円

高大生  400円 →300円 幌彫
オペラの衣裳 と舞台美術

:morial Museum of Sculp
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約50点が一堂に。
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の
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ス
テ
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ジ
上
で
堂
々
た
る
演
技
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披
露
す
る
出
演
者
た
ち
。

彼
ら
を
舞
台
の
主
役
と
す
る
な
ら
ば
、
周
り
を
取
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春
く
衣
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や
舞
台
美
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は
、
オ
ペ
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を
支
え
る
名
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で
し
ょ
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美
し
く
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ら
び
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小
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立
た
せ
、
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異
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界
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と
誘
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な
要
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今
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１０
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と
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多
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え
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幌
文
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芸
術
劇
場

，
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生
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こ
け
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と
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演
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し
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っ

た
大
規
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オ
ペ
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や
バ
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エ
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
す
。
舞
台
芸

術
を
ま
す
ま
す
身
近
な
も
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す
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札
幌
文
化
芸
術
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開
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記
念
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て
、
総
合
芸
術
で
あ
る
オ
ペ
ラ
の
美
術
の
側
面
に

光
を
あ
て
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
を
舞
台
に
し
た
オ
ペ
ラ

『
ア
イ
ー
ダ
』
と
い

え
ば
、
ど
の
歌
劇
場
で
も
大
掛
か
り
な
舞
台
が
見
ど
こ
ろ
で

す
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本
展
で
は
、
世
界
で
も
有
数
の
革
や
か
さ
を
誇
る
東
京

・

介
し
ま
す
。
こ
れ
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は
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１
９
９
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年
の
新
国
立
劇
場
関
場

記
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公
演
の
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巨
匠
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ン
コ
・
ゼ
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レ
ッ
リ
の
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示
の
も
と
、
イ
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作
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普
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遠
く
客
席
か
ら
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か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
品
々
を
、
細
部
の

こ
だ
わ
り
ま
で
じ
っ
く
り
と
間
近
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
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立
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る
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日
本
の
舞
台
芸
術
の
最
前
線
に
立
つ
新
日
立
劇
場
。
そ
の
公
演
の
幅

広
さ
と
、
怒
動
の
舞
台
を
作
り
上
げ
る
技
術
力
を
映
像
と
と
も
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
工
女
ア
ム
ネ
リ
ス
と
工
の
衣
裳
や
玉
座
、
３
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
迫
力
あ
る
神
像
な
ど
を
展
示
。
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ラ
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』
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台
美
術
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オ
ペ
ラ
や

『ア
イ
ト
ダ
』
に
関
す
る
解
説
と
、
舞
台
で
実
際
に
使
わ

れ
る
品
々
、
４０
点
以
上
を
展
示
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
世
界
を
演
出
す
べ

く
考
え
抜
か
れ
た
衣
裳
は
、
生
地
の
素
材
や
装
飾
品
の
違
い
に
よ
っ
て

役
柄
の
特
徴
が
表
さ
れ
、
観
る
者
を
飽
ぎ
さ
せ
ま
せ
ん
。
古
め
か
し
い

石
壁
を
模
し
た
壁
画
に
は
象
形
文
字
が
刻
み
こ
ま
れ
、
そ
の
時
代
の
神

殿
を
行
彿
と
さ
せ
ま
す
。


